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◆プログラム予定

８月３１日（金） ９月７日（金） ９月１４日（金） ９月２１日（金）

卓話「友愛奉仕について」
名嶋一成 会員

卓話「自己紹介」
MHPS　有馬喜代貴 会員

卓話
（仮）「新規事業立ち上げ」

カネカ　上田　実 氏

高砂青松ＲＣとの合同例会
（ウエディングパレス鹿島殿）

「名物機長の“夢実現”」
ANA元操縦士・機長

山形 和行 氏

例　　　会　　　記　　　録　（2018．8．24（金））　　通算3，181回

クラブ会長方針
　“価値あるロータリーを”
　①居心地のいいクラブ
　②いつでもどこでも誰とでも親睦
　③会員同士が刺激しあい、尊敬しあい、お互いの活力になろう
　④ロータリーの価値を意識しよう

◆開　会　

◆ロータリーソング「我等の生業」

◆「四つのテスト」唱和



◆出席報告
本　日８月２４日　　会員数４３名　　　出席者２９名　　出席率７６．３１%
前々回８月　３日　　会員数４３名　修正出席者　８名　　出席率９７．６７%修正

◆ＭＡＫＥ－ＵＰ
滋野　敦士会員	 ｅ‐ＣＬＵＢ	 ８月　３日
滋野　敦士会員	 ｅ‐ＣＬＵＢ	 ８月１０日
滋野　敦士会員	 ｅ‐ＣＬＵＢ ８月２４日
有馬喜代貴会員	 ｅ‐ＣＬＵＢ	 ８月２４日
落合　計夫会員	 ｅ‐ＣＬＵＢ	 ８月１０日
加治屋昭平会員	 ｅ‐ＣＬＵＢ	 ８月１０日

◆委員会報告
　

◆Ｓ．Ａ．Ａ．（ニコニコ箱報告）
坂井　智代会長……無事にガバナー公式訪問を終えまして皆様のご協力に感謝いたしま

す。集合写真での全員ブルーのネクタイ姿に高砂ロータリークラブの
結束と友愛を感じました。ありがとうございました。

 山本会員、本日の卓話よろしくお願いします。
山本　広志会員……久し振りに会員増強の卓話をさせて頂きます。どうぞ宜しくお願い致

します。
尾上　喜秀会員……先日、生野高原ゴルフで久しぶりに８０が切れました。

親睦・出席委員会　後藤純次 委員 親睦・出席委員会　西田秀雄 委員長

クラブ奉仕委員会　脇谷政孝 委員長



◆幹事報告（３，１８１回）
〈国際ロータリー第２６８０地区より〉

　　１．矢野ガバナーより、８月１０日公式訪問のお礼状が
届いております。

　　　　回覧致しますので確認お願いします。
　　２．米山梅吉記念館より秋季例会開催と賛助会員募集の

案内が届いております。
　　　詳細は回覧で確認をお願いします。
〈例会変更のお知らせ〉

　　１．高砂青松ロータリークラブ
　　　　９月１９日（水）→　９月２１日（金）　
　　　　　　　　　　　　　　高砂ロータリークラブとの合同例会に振り替えます。

　２．加古川平成ロータリークラブ
　　　９月　５日（水）→　移動例会のため、例会場所を兵庫県立農業高等学校に変更。
〈その他〉

　　１．「兵庫陶芸美術館」より兵庫県政１５０周年記念事業「没後５０年河井寛次郎展」
の開催案内が届いております。

　　　　招待券も有りますので、興味のある方は回覧を確認下さい。
　　２．ひょうご子どもと家庭福祉財団より「平成３０年度サマープログラム募金」ご協力

の御礼が届いております。
　　　　回覧で確認お願いします。　　

◆会長の時間
「成熟社会とは」　　　
　今年の高校野球は１００回記念大会ということで大い
に盛り上がりを見せていました。私もテレビ観戦しなが
ら、最近の若者の根性とか分析力とか冷静さに感動し、
何よりインタビューでのコメントの受け答えの完成度に
感心しました。いま色んな情報がネット配信されそれを
見ている子供達は年齢より大人な言動を心得ているのか
もしれません。一方で、今回の大会ではレジェンド始球
式として過去の活躍選手が日替わりで登場し毎日始球式
をするという企画がありその映像を見ながら、高校野球の長い歴史の重みを感じ、伝統を
受け継いだ高校球児の姿に日本の明るい未来を感じたのは私だけでしょうか。
　そこで、日本の社会や家族の形態がどう違ってきたのか少し振り返ってみます。前産業
化社会といわれた時代（農業時代）には大家族での凝集性の高い強固な共同体が存在し、
そのなかで相互扶助（老人介護や子育て）がおこなわれていました。次の産業化社会では、
工業化・都市化の過程で男性（夫）が核家族の生計を支えるという姿が基本となり、妻や
子供は扶養者と位置付けられました。一方で核家族により老人は別居することとなり家族
内で行われていた老人の介護や経済的扶養は外部化（社会保障化）されていきます。さら

坂井智代 会長

後藤宗久 幹事



にいまの高齢化社会では、女性の社会進出が進み、夫を中心としていた核家族という共同
体の凝集性もさらに緩和され、それまでは完全に家族内に収まっていた子育てさえも外部
化・社会化されようとしています。老人の経済的扶養は年金制度によって社会化され、老
人の身体的扶養もまた介護保障制度により社会化され、いまは子育て支援が盛んに語られ
ています。国としての生産力が高度化していくなかで、共同体ないし社会の凝集力は緩ん
できていると言われています（「日本の社会保障」広井良典著一部抜粋）。また現代の職場
の特徴としては、男女差だけでなく世代間の境界も崩れてきており、第三次産業革命とも
言われるＰＣ・ＩＴ化の進んだ社会では、もはや先輩や上司が必ずしも指導者ではなく必
要な情報やスキルはネットで検索することができ、職場での上下関係も崩壊しつつあると
いわれています。そのうえ自由と平等が尊重されるあまり、権威は失墜し、ますます責任
の所在が不明瞭な時代ともいわれています。今時の働き手の傾向としては、集団で行動す
るよりも “個人個人の遣り甲斐を探求している時代”です。
　このような時代のなかでよく耳にする「成熟社会」の語源は、イギリスのノーベル物理
学者「ガポール」が１９７２年に提唱した言葉が発端で、物質的に潤い成熟した社会が次
に目指すのは、精神的な豊かさであり、心の満足と豊かさが感じられる社会です。職場に
おいては、限られた財源や人的資源を最大限活用できるように、「個人」の自立を認めた
うえで、新たな社会のネットワークを充実させ、公平で透明性のある明るい未来社会を作
ります。男女差や世代差に関係なく、個人個人の素晴らしい資質、それぞれの人間の本質
を見据え、個人個人が豊かで幸せな社会を目指しましょう。最近よく報道されたスポーツ
界の不祥事（アメフト・ボクシング）は古い体質の世代が起こしているようで、若い世代
のほうが成熟社会にうまく適応できているようです。ロータリークラブが時代錯誤になら
ないよう時代の波に乗り続ける弛まない努力が必要だと思います。
　本日は山本会員からの会員増強の話を伺います。山本会員は、高砂ロータリークラブの
レジェンド的存在でもあります。そんな山本会員がいまロータリーのことをどのように感
じておられるのか、本日のお話を楽しみにしています。

◆本日のプログラム

卓話「会員増強、拡大について」

会員増強・選考委員会　山本広志委員長

プログラム委員会　森本幸吉 委員長 会員増強・選考委員会　山本広志 委員長





会　長　坂井　智代　　　　　　幹　事　後藤　宗久　　　　　雑誌会報委員長　豊田　克義
例会日時　毎週金曜日12時30分より　　　　　　　　　　　例会場　高砂商工会議所２階会議室
高砂ロータリークラブのホームページのＵＲＬ   　     http://www.winwin.ne.jp/~takasago_rc/


